
国公私立大学図書館協力委員会報告 

 

１．委員長は、平成１６年８月１日、遠藤美光千葉大学附属図書館長から細野公男慶應義塾大学メデ

ィアセンター所長に交替した。（任期１年） 

 

２．会議開催 

 １）第５６回委員会 

    日  時    平成１６年７月１３日（火）１５：００～１６：４５ 
        場  所    京都大学附属図書館 
        協議事項  （１）次期委員長の選出について 

（２）日本複写権センターとの「大学図書館間協力における資料複製に関する

利用許諾契約」の締結について 
（３）平成１６年度ICOLCへの派遣について 
（４）国公私立大学図書館協力委員会主催平成１６年度シンポジウムの開催に

ついて 
（５）大学図書館間における相互利用要項（案）等について 
（６）NACSIS-CAT/ILLの品質管理等の問題解決について 
（７）ICタグ研究委員会図書館ワーキング・グループへの参加について 
 

 ２）第５７回委員会 

    日  時    平成１６年１０月２０日（水）１３：００～１４：３０ 
        場  所    慶應義塾大学（三田キャンパス）北館 
        協議事項  （１）平成１５年度決算（案）ならびに監査報告について 

（２）平成１６年度予算（案）について 
（３）監事館の選出について 
（４）その他 

 
 ３）常任幹事会 

        平成１５年度第２回 平成１６年７月１３日（火）１１：００～１４：００ 
                   （１）第５６回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
                   （２）その他 
    平成１６年度第１回 平成１６年１０月２０日（水）１０：００～１２：００ 

                   （１）第５７回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
                   （２）その他 
 
 ４）大学図書館著作権検討委員会 
    平成１５年度第３回（文書審議） 平成１６年６月２９日（火） 

（１）日本複写権センターとの「大学図書館間協力における資料複製に関する

利用許諾契約」について 
（２）図書館における著作物の利用に関する当事者協議会の覚書について 



（３）大学図書館著作権検討委員会主査の留任について 
（４）大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ委員交代について 

 
    図書館における著作物の利用に関する当事者協議会 
         第１回 平成１６年５月２５日（火）１０：００～１２：００ 

（１）「覚書」について、および協議会の運営について 
（２）当協議会において取り扱う課題について 

     第２回 平成１６年７月３０日（金）１０：００～１２：２０ 

     （１）当協議会において取り扱う課題について 

 

 

３．国立情報学研究所との業務連絡会 
   平成１６年度 常任幹事会と国立情報学研究所との業務連絡会 
    日  時  平成１６年８月３１日（火） １０：００～１２：００ 
    場  所  国立情報学研究所  

協議事項  （１）NACSIS-CAT/ILLの品質管理等の課題解決に向けて 
      （２）その他 

 
４．国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会 
    日  時  平成１６年１０月２０日（水） １５：３０～１７：３０ 
    場  所  国立国会図書館 

議 事 （１）国立国会図書館報告 
１）現況報告 
２）電子図書館サービスへの取組み 

      （２）大学報告 
１）大学図書館における著作権問題 
２）GIFプロジェクトにおける日韓ILLについて 
３）ILL料金相殺サービスについて 

    （３）意見交換 
 
５．出版 

  １）「大学図書館協力ニュース」 Vol.25 No.1(2004.5)～Vol.25 No.3(2004.9) 
  ２）「大学図書館研究」          No.71(2004.9) 
 

６．事業         

    平成１６年度シンポジウム 
    主  催 国公私立大学図書館協力委員会 
    テ ― マ 日本の書誌ユーティリティとGIF(Global ILL Framework)の進展と課題 

日  時   平成１６年９月３日（金） 
        場  所   慶應義塾大学（三田キャンパス）北館ホール 



 
７．ＩＣＯＬＣへの派遣 
 １）第６回国際図書館コンソーシアム連合ヨーロッパ会議 
    期  日 ２００４年１０月２８日（木）～３０日（土） 
    場  所 バルセロナ市（スペイン） 
    派 遣 者 ２名（国立大学図書館協会、私立大学図書館協会各１名） 
                                      以 上 
 


